
海中渡御に向かう上区「剣の山車」

八剱神社前での山車揃え

　
三
谷
祭
は
、
三
谷
町
に
あ
る
西
の
八
劔
神

社
お
よ
び
東
の
若
宮
神
社
の
例
大
祭
で
あ
る
。

　
元
禄
9
年
（
1
6
9
6
年
）
8
月
の
あ
る

夜
、
三
谷
村
の
庄
屋
「
佐
左
衛
門
」
が
「
こ

の
郷
の
産
子
神
で
あ
る
八
劔
大
明
神
が
、
村

の
東
辺
の
若
宮
八
幡
（
若
宮
神
社
）
へ
渡
御

な
さ
れ
た
」
と
い
う
夢
を
見
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
佐
左
衛
門
は
、「
こ
れ
は
ま
さ
し

く
神
の
お
告
げ
で
あ
る
」
と
、
早
速
、
神
輿

を
設
え
八
劔
宮
の
ご
神
霊
を
移
し
、
若
宮
へ

お
渡
し
し
た
。
こ
れ
が
「
三
谷
祭
」
の
始
ま

り
と
言
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
全
村
挙
げ
て
組
織
化
さ
れ
た
祭
礼
の
最
も

古
い
も
の
は
、
正
徳
2
年
（
1
7
1
2
年
）

に
記
録
が
あ
り
、
そ
の
頃
か
ら
村
全
体
の
行

事
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

村
の
発
展
と
共
に
祭
り
は
盛
大
に
な
り
、
京

都
祇
園
祭
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
絢
爛

豪
華
で
雄
大
な
山
車
を
、
各
区
が
競
っ
て
建

造
し
、
こ
れ
を
海
中
に
曳
き
入
れ
て
渡
り
、

賑
や
か
な
余
興
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
創
始
当
初
か
ら
重
陽
の
節
句
（
9
月
9

日
）
当
日
を
祭
日
と
し
て
神
幸
の
儀
式
（
神

輿
渡
御
）
が
執
り
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
、
潮
位
の
関
係
か
ら
10
月
第
3
日

曜
日
か
第
4
日
曜
日
を
原
則
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

　
華
や
か
な
奉
納
芸
能
に
目
が
奪
わ
れ
が
ち

だ
が
、
そ
の
実
は
祭
祀
が
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
、
神
と
の
対
話
か
ら
祭
り
は
始
ま
る
。
神

饌
（
神
様
に
献
上
す
る
食
事
）
を
供
え
、
ま

た
神
田
で
と
れ
た
米
で
作
っ
た
白
酒
な
ど
を

捧
げ
る
な
ど
、
上
代
か
ら
の
形
式
が
残
る
儀

式
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
頃
、
拝
殿
前
で
は
祭

り
の
始
ま
り
を
宣
言
す
る
事
触
れ
が
行
わ
れ

た
後
、
祭
文
が
称
え
ら
れ
、
神
を
鎮
め
る
。

ま
た
、
豊
川
水
系
の
十
数
ヶ
所
に
残
る
疫
鬼

を
押
さ
え
る
笹
踊
り
（
く
ぐ
り
太
鼓
）
を
神

へ
捧
げ
る
。

　⑴
　山や

車ま

揃ぞ
ろ

え

4
台
の
山
車
が
、
各
区
を
に
ぎ
や
か
に
出

発
し
て
西
の
八
剱
神
社
に
集
ま
る
。
並
ん
だ

光
景
は
美
し
く
、
観
客
を
魅
了
す
る
。

　⑵
　山
車
の
海か

い
中ち

ゅ
う

曳え
い

行こ
う

　
山
車
の
「
海
中
渡
御
」
と
も
言
う
。
山
車

を
海
中
曳
行
す
る
理
由
と
し
て
は
、
山
車
を

海
に
入
れ
れ
ば
浮
力
が
付
い
て
曳
き
や
す
い

と
い
う
こ
と
、
本
質
的
に
は
海
浜
を
通
っ
た

方
が
楽
だ
と
い
う
こ
と
、
昔
は
集
落
の
中
の

道
路
が
狭
か
っ
た
こ
と
、
波
打
際
を
通
れ
ば

地
盤
が
固
く
、
進
み
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
代
の
変

遷
に
伴
い
、
若
宮
神
社
前
の
海
岸
を
埋
め
立

て
る
こ
と
に
な
り
、
伝
統
の
海
中
渡
御
は
、

昭
和
35
年
の
祭
礼
を
最
後
に
姿
を
消
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
谷
祭
創
始
3
0
0
年
目
に
あ

た
り
、
山
車
の
海
中
曳
き
入
れ
の
復
活
を
期

待
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。
若
宮
神
社
東

の
海
岸
に
お
い
て
、
平
成
7
年
に
北
区
の

「
三
蓋
傘
の
山
車
」
の
海
中
試
し
曳
き
が
行

わ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
年
に
上
区
の

「
剣
の
山
車
」、
西
区
の
「
恵
比
寿
の
山

車
」、
中
区
の
「
花
山
車
」
の
4
台
共
、
海

中
引
き
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

海
中
渡
御
が
復
活
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

三
谷
祭
は
、
松
区
・
東
区
・
上
区
・
西

区
・
北
区
・
中
区
の
6
区
が
子
踊
り
や
伝
統

の
練
（
踊
り
）
な
ど
を
奉
納
し
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
。

⑴
松
区
（
笹
踊
り
〈
く
ぐ
り
太
鼓
〉）

「
く
ぐ
り
太
鼓
」
は
、
歌
詞
も
お
囃
子
も

な
く
、
三
つ
巴
文
様
を
あ
し
ら
っ
た
親
太
鼓

一
人
と
小
太
鼓
二
人
の
計
三
人
が
、
太
鼓
を

た
た
く
。
素
朴
か
つ
単
調
な
リ
ズ
ム
で
一
見

地
味
に
見
え
る
が
、
力
強
さ
と
重
厚
さ
が
あ

り
、
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。

⑵
東
区
（
神
船
若
宮
丸
）

東
区
の
山
車
は
、「
神
船
若
宮
丸
」
と
い

う
船
形
の
山
車
を
持
つ
。
地
元
の
人
々
か
ら

は
、「
お
船
さ
ん
」
と
親
称
さ
れ
て
い
る
。

⑶
上あ

げ
区く

（
ス
サ
ノ
オ
の
舞
と
子
踊
り
）

ス
サ
ノ
オ
の
舞
は
、
天
孫
降
臨
の
古
事
に

ち
な
ん
で
お
り
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
を
は

じ
め
と
し
た
6
神
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る
。
踊

り
の
手
具
に
は
、
扇
・
綱
・
剣
・
鈴
の
４
種

類
が
あ
る
。
子
踊
り
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
舞
の

お
付
き
の
踊
り
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
は
小

学
1
年
〜
6
年
の
男
女
が
参
加
し
、
当
日
は

祭
り
を
華
や
か
に
し
て
い
る
。

⑷
西
区
（
獅
子
神
楽
）

獅
子
神
楽
は
、
獅
子
の
面
を
か
ぶ
っ
て
舞

を
踊
る
。
さ
ら
に
そ
の
舞
が
終
わ
る
と
、
古

く
か
ら
続
く
「
朝
顔
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
歌

舞
伎
の
演
目
が
奉
納
さ
れ
る
。

⑸
北
区
（
七
福
神
踊
り
）

七
福
神
踊
り
と
は
、
白
狐
・
福
禄
寿
・
毘

沙
門
天
・
寿
老
人
・
布
袋
・
大
黒
天
・
蛭
子

（
恵
比
寿
）
に
よ
る
踊
り
を
指
し
、「
綱
」

「
杖
」「
鈴
」
の
3
種
類
の
踊
り
か
ら
成
る
。

三
谷
祭
で
は
、
弁
財
天
が
キ
ツ
ネ
に
化
け
て

加
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

⑹

中
区
（
連
獅
子
踊
り
）

連
獅
子
踊
り
は
「
連
れ
獅
子
」「
狂
い
」

「
巴
」「
登
り
」「
御
神
楽
」
の
5
種
類
か

ら
成
り
、
白
毛
4
人
と
赤
毛
4
人
の
8
人
が
、

二
人
一
組
で
踊
る
。
白
毛
の
踊
り
子
を

「
親
」、
赤
毛
の
踊
り
子
を
「
子
」
と
言
う
。

切
れ
よ
く
踊
る
こ
と
が
肝
要
と
さ
れ
、
長
い

赤
白
の
髪
が
自
在
に
動
く
様
は
、
見
て
い
る

側
の
心
を
奪
う
。

三
谷
町
民
は
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
三
谷
祭
の
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
伝
統
を
現
代
、
そ
し
て
未
来

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
町
民
一
体
と
な
っ
て

「
三
谷
祭
」
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。

厳
粛
な
中
、
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る
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海中渡御

⑴ 松区・くぐり太鼓

⑵ 東区・神船若宮丸

⑶ 上区・スサノオの舞

⑷ 西区・獅子神楽

⑸ 北区・七福神踊り

⑹ 中区・連獅子踊り
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、
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昔
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の
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こ
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打
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地
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進
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と
い
う
こ

と
が
言
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て
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る
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、
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の
変

遷
に
伴
い
、
若
宮
神
社
前
の
海
岸
を
埋
め
立

て
る
こ
と
に
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渡
御
は
、

昭
和
35
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最
後
に
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、
三
谷
祭
創
始
3
0
0
年
目
に
あ

た
り
、
山
車
の
海
中
曳
き
入
れ
の
復
活
を
期

待
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。
若
宮
神
社
東

の
海
岸
に
お
い
て
、
平
成
7
年
に
北
区
の

「
三
蓋
傘
の
山
車
」
の
海
中
試
し
曳
き
が
行

わ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
年
に
上
区
の

「
剣
の
山
車
」、
西
区
の
「
恵
比
寿
の
山

車
」、
中
区
の
「
花
山
車
」
の
4
台
共
、
海

中
引
き
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

海
中
渡
御
が
復
活
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
三
谷
祭
は
、
松
区
・
東
区
・
上
区
・
西

区
・
北
区
・
中
区
の
6
区
が
子
踊
り
や
伝
統

の
練
（
踊
り
）
な
ど
を
奉
納
し
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
。

　⑴
　松
区
（
笹
踊
り
〈
く
ぐ
り
太
鼓
〉）

「
く
ぐ
り
太
鼓
」
は
、
歌
詞
も
お
囃
子
も

な
く
、
三
つ
巴
文
様
を
あ
し
ら
っ
た
親
太
鼓

一
人
と
小
太
鼓
二
人
の
計
三
人
が
、
太
鼓
を

た
た
く
。
素
朴
か
つ
単
調
な
リ
ズ
ム
で
一
見

地
味
に
見
え
る
が
、
力
強
さ
と
重
厚
さ
が
あ

り
、
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。

　⑵
　東
区
（
神
船
若
宮
丸
）

東
区
の
山
車
は
、「
神
船
若
宮
丸
」
と
い

う
船
形
の
山
車
を
持
つ
。
地
元
の
人
々
か
ら

は
、「
お
船
さ
ん
」
と
親
称
さ
れ
て
い
る
。

　⑶
　上あ

げ
区く

（
ス
サ
ノ
オ
の
舞
と
子
踊
り
）

ス
サ
ノ
オ
の
舞
は
、
天
孫
降
臨
の
古
事
に

ち
な
ん
で
お
り
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
を
は

じ
め
と
し
た
6
神
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る
。
踊

り
の
手
具
に
は
、
扇
・
綱
・
剣
・
鈴
の
４
種

類
が
あ
る
。
子
踊
り
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
舞
の

お
付
き
の
踊
り
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
は
小

学
1
年
〜
6
年
の
男
女
が
参
加
し
、
当
日
は

祭
り
を
華
や
か
に
し
て
い
る
。

　⑷
　西
区
（
獅
子
神
楽
）

　
獅
子
神
楽
は
、
獅
子
の
面
を
か
ぶ
っ
て
舞

を
踊
る
。
さ
ら
に
そ
の
舞
が
終
わ
る
と
、
古

く
か
ら
続
く
「
朝
顔
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
歌

舞
伎
の
演
目
が
奉
納
さ
れ
る
。

　⑸
　北
区
（
七
福
神
踊
り
）

　
七
福
神
踊
り
と
は
、
白
狐
・
福
禄
寿
・
毘

沙
門
天
・
寿
老
人
・
布
袋
・
大
黒
天
・
蛭
子

（
恵
比
寿
）
に
よ
る
踊
り
を
指
し
、「
綱
」

「
杖
」「
鈴
」
の
3
種
類
の
踊
り
か
ら
成
る
。

三
谷
祭
で
は
、
弁
財
天
が
キ
ツ
ネ
に
化
け
て

加
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　⑹
　中
区
（
連
獅
子
踊
り
）

連
獅
子
踊
り
は
「
連
れ
獅
子
」「
狂
い
」

「
巴
」「
登
り
」「
御
神
楽
」
の
5
種
類
か

ら
成
り
、
白
毛
4
人
と
赤
毛
4
人
の
8
人
が
、

二
人
一
組
で
踊
る
。
白
毛
の
踊
り
子
を

「
親
」、
赤
毛
の
踊
り
子
を
「
子
」
と
言
う
。

切
れ
よ
く
踊
る
こ
と
が
肝
要
と
さ
れ
、
長
い

赤
白
の
髪
が
自
在
に
動
く
様
は
、
見
て
い
る

側
の
心
を
奪
う
。

　
三
谷
町
民
は
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
三
谷
祭
の
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
伝
統
を
現
代
、
そ
し
て
未
来

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
町
民
一
体
と
な
っ
て

「
三
谷
祭
」
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。

各
区
で

　
　そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
も
つ
祭
り

　

つ
る
ぎ
　
　
　

や
　
ま
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や
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お
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お
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ぐ
ら


